
D. 写 真 室

写真室は中央写真室 112.2記高速度写真室 117.7記から成り，中央写真室は文献複

写，青写真白焼，撮影，現像，焼付，引伸などの一般写真作業を行ない，高速度写真室は

16 rnm Fastax高速度カメラ，閃光放電管式瞬間写真撮影装置， 16mm Cine Kodakカメ

ラ， Bell& Hawell 16 mm映写機（磁気録音付き）， 35mm幻灯機などを設備し，高速度

写真関係の作業を行なっている．連営は当研究所写真委員会の管理のもとに行なわれ，月

平均百数十件，年闊百万円以上の作業を行なっている．また所外よりの委託研究にも応ぜ

られるようになっている．

III. 機構・職員・予算

1. 機 構

A. 機構の概要

生産技術研究所は，日常の業務遂行の面から，研究部と事務部とに大別される・

研究部は， 運営の便宜上， 5部門に分かれ， 部ごとに互選による 2名の常務委員がい

て，部の日常の事務処理に当たる．常務委員のうち 1名は，部主任として部を代表する．

常務委員は，常務委員会を組織し，所長の諮問機関として毎月 2回，会議を開催している．

研究部は研究室から成り立っており，また，その部の専門を適当に分類した専門分野表ほ

1ページ「沿革」の項に掲げた通りである．

中間試験部は，基礎部の基礎研究として完成したもので， これを工業化へ移すための中

間規模の試験研究を行なうところで，毎年度，各部から 2名ずつ選出する委員の組織する

特別研究審議委員会で，研究課題を審議決定し，特別の予罪をつぎこんで実施している．

また受託研究の一部には中間試験研究になるものがある．

試作工場および図書室ほ，それぞれ各部から選出する教授・助教授が委員となって組織

する委員会によって運営される．それらの詳細は，前記試作工場，図書室の項を参照され

たし、．

当研究所の重要事項は教授総会で談決する． 教授総会は教授• 助教授によって組織さ

れ，毎月 1回定期に開催している．

協力機関には，航研•生研連絡会議がある．

その外に，所員が，それぞれの専門の立場から，事務運営を指郡し，助言する機関とし

て，各運営委員会がある．その種類は次頁表 (B)機構？図にある通りで，内容は巻末の委

員会諸規程を参照されたい．
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大 学 院

当所で現在教育を受けている大学院学生は，新制 43名である新制大学院は，昭和 28

年 4月から開始され，当所の関係する大学院のコースは，数物系研究科中の，土木・建築・

機械• 緒密・ 船舶・電気・応用物理・航空および化学系研究科中の応用化学・冶金である脅

外に会社・官公庁，その他一般からの申出により，一定期間，ある事項について研究を

指埠する研究生の制度があるその規定は巻末 137ページにある．

B. 機 構 図

—教授総会

一常務委員会
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一部主任ー事務主任ー事務室

ー第 1 部ー（基礎）一—i 専門分野（各研究室）！
ー研究班ー主任研究員

ー第 2部ー（殿械・船舶）一同上
部―I―第 3部ー（電カ・通信）一同上
ー第4部ー（化学・冶金）一同上
ー第 5部ー（土木・建築）一同上
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A. 

職

現

員

員 表

a. 職種別職員数

区分 1教授 1助教授信

職員数 喜1 喜
＊印併任

手l技
56 

官［事麟技術員1事務頁］印能員用務員合
I . 
I I 

7 4 53 37 15 37 27 I 

計

369 
* 10 

b. 諸系統別職員数

I I I I 区分 研究系統 事務系統技術系統技能労務系統 Iその他 1

職 1教頂 I研 1研技助 事事 1技技 i技技 1用 常日 1 

I I I究I , I 勤雇 I 
種 I I教 克 計務務計 術計 II箆務叶労者叶
！担I I I I I 

別 i授 1授当員官 I手 官員 官 1員 1官□叶員 務臼 I 
I 

l者 "--'II 

［喜喜 515239156[雷 53115 _ 681 301 37l-~_ 513; 27 691 6116112~*噂
＊印併任

合

百
＂

B. 職 員 名 簿

第

官 躙氏
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久保田
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教授 山内
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広
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工，航空

II 

理，物理
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II 

II 

冶金

II 
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助
教””
授

大富烏

••' 

井永且
云”

郎郎生
四五安
光

II I森大吉郎

”！山田嘉昭

" I渡辺 勝

東理””
， 
数物
” 大学理

ニエ航機

” 機械
理，物理

Li”” 印い

••• 
478 111 

Q~ 3, 
105 
332 

,, 19. 9. 25 

,, 20. 9. 25 

昭

4 ゚

3 

理,i 
4 

// 16. 12. 25I 1 // 34. 12. 9! // 

”I 小瀬岬次 ニエ梢密""9.30 
技官北111 英夫 ”物理 "21.9. 30 

第 2 部

,, I小ill 王義 II 造兵 II13. 3. 31 II 25. 10. 25! II 

,, I鈴木 戸J.！ヽ ” 機械 11 15. 3. 31 11 26. 4. lli 11 

II I梱 蒻雄 ,, ,, ,, 11. 3. 311,, 28. 1. 291 ,, 

" I平尾 収 ，，,, ""・3.31I ,I ,,29. 3.17,,, 

亘理 厚 ” 航空 ,, 16. 3. 31 ,, 27. 4. 4; ,, 

" I水町長生 ／， 機械,,15. 3. 31I i,, 33. 8. 61 ,, 

" I田宮 ？I与ゞ ” 舟合利且 // 16. 12. 25I 1 // 33. 5. 21 ,, 

,, 松永正久 I/ 造兵!,, 16. 12. 25 ,, 32. 8. 11 ,, 
I 

助教授大島康次郎 II I/ 11117.9.251132.7.8111 

” 栢村恒義ニエ II ! II 19. 9. 25 

" I安応良夫 ”船舶 II 20. 9. 30 II 35. 8. 131 II 

" I石原智男 II 機械 II 21. 9. 30 II 30. 5. 271 II 

” I高橋幸伯 ＇，船舶 "21. 9. 30 

，， l榮田 碧工，機械，，汲l.3,25281,, I "33,3,29II エ• 
＇，森 政弘璽 // 25. 3. // 34. 4. 27エ
併助教授任．— こr・ 々岩健児 東工.， 帽峠様大械 ≫19. 9. ≫32. 1.13, .. 
技官橋冗 伸横機誤 ,, 23. 3. 31 
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第 3 部

教授I藤高 周平塁 昭 5.3. 311昭17.12. 241工

" I高木 昇” ,, I,, 6. 3.311,,17. 5.151,, 

" I森脇 義雄 I ,, " I" 8. 3. 31!" 22. 6. 231 " 

" I沢井善三郎 II II II 10. 3. 31 II 25. 5. 311 II 

II 斎藤成文 II II II 16. 12. 25 II 26. 8. 20J II 

旦旦後藤以紀 II II II 2. 3. 31 II 9. 4. 51 II 
助教授安達芳夫ニエ II II 19. 9. 25 

II I野村民也 II II II 20. 9. 25 II 34. 11. 201 II 

II I尾上守夫 II II II 22. 9. 30 II 30. 6. 301 II 

,, I黒Ill 兼行 II II II 26. 3. 28 II 33. 5. 14 II 

I * II I浜崎襄ニエ II II 28. 3. 28 II 33. 9. 15エ

技官I河村達雄，I II II 29. 3. 281 II 34. 3. 30, エ
I I 

第 4 部

I東大教劉岡宗次郎 大15.3.31昭26.12. 31ェ
工，応化

" I高橋武雄 II II II 15. 3. 31 II 16. 3. 24 II 

II I福田義民 II II 昭 3.3. 31 II 20. 11. 7 II 

" I永井芳男 II II II 5. 3.311121.11. 7 II 

II I金森九郎 ” 冶金 117. 3. 31 I 
,, I菊池真― ”応化 II8. 3. 291 II 23. 6. 3'II 

II I江上一郎 II 冶金 II10. 3. 31111 24. 2. 14 II 
I 

II I山本 寛 II 応化 II13. 3. 31! II 27. 4. 4i II 

II I浅原照三 II II II 14. 3. 311, II 28. 8. 191, II 

II 加藤正夫 II 冶金 II15. 3.311127. 7. 7! II 

併任
教授
祖父江寛 II 応化 II4. 3. 31 II 16. 8. i理

II 松下幸雄 II 冶金 1117. 9.251132. 3.22エ

助教授野崎 弘 II 応化 II14. 3. 31 II 32. 11. 15 II 

II 山辺武郎 II II N 15. 3. 31 II 31. 12. 20 II 
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助教授中村亦夫界工，応j化‘昭16.12.25 I 

／， 武藤義― II II II 16. 12. 25 

" I今岡 稔 ‘’ ” II 16. 12. 25 

" I西川精一 ニエ冶金，， 19.9.25 

ii I原善四郎 III II J,; 19. 9. 25 

,, I後藤信行 I,, 応化

,, I河添邦太朗 I,, 

技官I館

教授I渡辺

" I福田武雄

,, I星野

,, I坪井

匡—
芦

善勝 I" 
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第 5 部

嬰東大
i 

-Iエ，建築 大14.4. 17i昭17. 1. 201エI 
” 土木 II14. 3. 31 II 7. 12. 15¥ II 

II 建築昭 6.3. 31111 20. 9. 241 11 

,, I;; 7. 3. 311;; 16. 11. 291 ,, 

1関野 克// // I/ 8. 3. 31 // 20. 9. 241 I/ 

// i星埜 和／／土木,,9. 3. 31 ,, 22. 8. 211 ,, 

” 丸安隆和 // ,, ,, 14. 3. 31 ,, 26. 11. 261 ,, 

併件
教授
高山英華 ／／ 建築//9, 3. 30 // 24. 7. 301 I/ 

助教授勝田高司 ,, ,, ,, 15. 3. 31 // 27. 1. 251 ,, 

” 井口昌平 ” 土木,,16. 12. 25 

,, I池辺 陽／／建築 //17.9.25 

,, I三木五三郎 ニエ土木 ,,19.9.25 

,, I久保慶三郎 ,, ,, // 20. 9. 25 

,, I田中 尚／／建築//21. 9. 301 // 31. 12. 201 // 

技官I小林一輔工，土木パ)9.3. 31, 

事務部

日大事務長白方之次 昭 6.3.31 
法文法律

工場長鈴木正吾 東大
工，機械

II 14. 3. 31 
（併任） （第2部技官）
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年間異動

I 

官職 I氏名 1発令月日 l 備 考

I 併任教授兼重寛九郎 35, I 3. 31 ! 併任教授任期満了

” ：末岡清市 I35. 4. 1 l教授に併任，文部事務官（文部省大学々術局科学官）！に配置換

事務長鈴木弥孝 II ,, I電気通信大学会計課長に転任

” ，白方之次 i ,, ! 事務長に配置換

教 授加藤正夫 ,, I 教授に昇任
併任教授松下 幸雄 35. 5. 1s I助教授の併任を解く，教授に併任
助教授後藤信行 135.10. 16 助教授に昇任

併任教授i安芸餃ー 135. 11. 16 ! 併任を解く
I 

助教授1河汗邦太朗 I35. 12. 1 I助教授に採用
教 授i術田武雄 i36. [ 3. 30 I所長併任任期満了
,, I藤高周平 I36. 3. 31 I所長に併任

I 

C. 旧職員

名誉教授 故井口常雄， 瀬藤象二，故友田宜孝， 谷 安正>

星合正治

元教授

故森田三郎，故茂木武雄，故吉川晴十， 菱川万三郎， 吉原英夫，

松本良一， 釘宮 磐， 岩崎富久，故竹中二郎， 清水菊平，

浅岡勝彦 石川政吉， 山県昌夫， 福田節雄， 南波松太郎，ン

故増野 実， 谷 一郎， 河村正弥， 沼田政矩，故小野薫，

高橋安人，宮津 純，兼重空九郎

元助教授

故原 正人， 吉村慶丸， 堀 武男， 渡辺 慧， 佐藤正彦，、

故内田祥文， 渡辺正雄， 高木 豊， 沢田正二， 高月竜男

豊田利幸，故青木 洋，故高尾一郎， 田中一彦， 元良誠三，

中西邦雄，故桑井源禎， 小川岩雄， 江口雅彦， 石井義郎，冨

久松敬弘， 仁木栄次， 浜口隆一， 丹羽 登

元技官

佐藤敬夫， 中村康治， 籐森栄二

元事務長

鈴木弥孝
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3. 決算と予算

A. 昭和 34年度歳出決算額

金 額 百分率彩

示も公心 額 395,315,877 100. 00 

人件費 143,066,277 36. 19 寃

物件費 252,249,600 63. 81 100. 00 

各研究部研究費 36,844,000 9.32 14. 61 

特別研究費 16,805,700 4.25 6. 66 

受託研究費 5,000,000 1. 26 1. 98 

受託研究員費 564,000 0. 14 0.22 

私学教競員研修費 36,000 0.01 0.01 

大学院学生経費 552,900 0. 14 0. 22 

溶銘炉運転費 5,376,000 1. 36 2. 13 

舌ngメ． 備 費 5,500,000 1. 39 2. 18 

図書購入費 2,146,000 0.54 0. 85 

出 版 費 2,370,000 0.60 0. 94 

試作工場経費 2,885,000 0. 73 1. 14 

職員厚生経費 216,600 0.05 0. 09 

国（ロ際ケ地ッ球ト・観ロ測ク年ーン事経業費）費 90,965,000 23.01 36.06 

その他の維持費 82,988,400 21. 01 32. 91 

B. 昭和 35年度歳出予算額

金 額 百分率彩

総予冥額 564,088,989 100.00 

人件費 164,107,589 29. 10 劣

物件費 399,981,400 70.90 100. 00 

各研究部研究費 41,808,300 7.41 10. 50 

特別研究費 17,793,800 3. 15 4.45 

受託研究費 6,000,000 1. 63 1. 50 

受託研究員費 470,000 0.08 0. 12 

私学教職員研修費 36,000 0.01 0.01 

大学院学生経費 682,000 0. 12 0. 17 

溶鉱炉運転費 4,596,000 0.81 1. 14 

至叔バ 備 費 26,500,000 4. 70 6.63 

図書賭入費 2,704,000 0.48 0.68 

出 版 費 3,500,000 0.62 0.88 
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試作工場経費 1,500,000 

ロケット・ロクーン経費 167,461,000

職員厚生経費 219,000 

その他の維持費 126,711,300 

0.27 

29.58 

0.04 

22.00 

0.38 

41. 87 

0.05 

31. 62 

C. 

D. 

文部省科学研究費関係（昭和 35年度）

総額 23,440,000円

各個研究 1,940,000 

機関研究 9,490,000 

試験研究 8,740,000 

総合研究 3,270,000 

その他の研究費（昭和 35年度）

委員会および諸団体より 1,118,000ド］

公
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過去 5カ年間の諸費増減比餃表

出

W

版
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35年度の研究成果発表の状況

次の 3種がある．

東京大学生産技術研究所報告（略称：生研報告）

所員のまとまった研究成果を発表する．文は和文または欧文とし，不定期発行で年間 10

種前後を出している．
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